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①本管工
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①本管工事



4

トイレを水洗化することに
より快適で衛生的な生活
を送ることができます。

汚水は、埋設された下水管
を流れるため、悪臭・害虫
の発生や伝染病の流行を
防ぐことができます。

汚水を終末処理場で処理
して排水することで、河川
や海の水環境が良好に保
たれます。

①-1公共下水道が整備されると
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今回の本管は汚水専用
雨水は接続できません

本管
国道、県道、市道、公
が管理する土地に市が
整備を行います。
※私道については条件
が整い次第工事

取付管・公共ます
本管と排水設備を接
続するための施設。
公共ますは道路等の
公私境界から私有地
側１ｍ以内を基本と
してお客様により設
置位置を決定してい
ただきます。

①-2下水道のしくみについて
（市で設置・管理する部分）



私道とは、民有地である（官地でない）道路のことをいいます。

市が下水道を整備できる場所は、原則として公が管理する用地で、
下水を流すのに必要なスペースが確保できる場所になります。

そのため私道は、すぐに公共下水道が整備できない場合があります。

↓

「公共下水道整備予定図」の中で該当する方は、説明会終了後に個
別にご説明をいたしますので、恐れ入りますが会場でお待ちくださ
い。

「公共下水道整備予定図」の

の区域に土地を

お持ちの方が対象です。

７

①-３ 私道について



８

～申請書提出までの流れ～

本管工事の際に設置する、公共ますおよび取付管の設置位置（１敷地１
箇所、公私境界から私有地側に１ｍ程度）を決めていただきます。

（宅内の汚水配管計画については、「指定工事店」に事前にご相談いた
だき取付管位置を検討していおいていただくと、その後の手続きがス
ムーズになります。）

↓本管工事施工業者決定後

本管施工業者が設置位置の希望を聞き取りに行きますので、現地にて取
付管の設置位置を指示してください。その際にお客様の立会いのもと、
写真を撮影します。

設置位置決定後、「取付管・公共ます設置位置申請書」を本管工事施工
業者が作成しますので、内容確認後「住所、氏名、電話番号」を記入し、
本管工事施工業者に提出してください。

↓下水道本管工事および検査の完了後

「接続可能のお知らせ」とともに「取付管・公共ます設置位置申請書」
および「取付管設置報告書」の写しを送付します（排水設備の申請手続
きの際に必要です）。

①-４取付管・公共ます位置申請書について
※本管工事施工業者が作成します。



②排水設備工事

９

②排水設備工事



１０

排水設備
排水管や汚水ますなど、
お客様に設置・管理して
いただく部分です。

②-１下水道のしくみについて
（お客様に設置・管理していただく部分）



１１

・汚水を公共下水道へ流すためには、家の周りの排水管の敷設、汚水ますの設置、汲み
取り便所を水洗トイレに改造する工事、水洗トイレへの給水管工事などの「排水設備工
事」が必要になります。

↓

・排水設備工事に際して、ご家庭でよく検討されたうえで、市が指定した工事店と十分
に話し合いを行い、工事の内容や費用を確認してください。

・施 主：土地、建物所有者に義務づけられています。

（借家人など所有者以外の方は、所有者の同意が必要です。）

・工事店：必ず別添の「指定工事店」へお申し込みください。

「指定工事店」は安心して工事をまかせることができるように市が指定してい
るものです。「指定工事店」以外では、排水設備工事はできません。市に提出
する書類の作成や届出など、手続きのお手伝いもしています。

②-２ 排水設備工事について



・工事費用は、民間業者である「市の指定工事店」が見積ります。

↓

・費用については

各家庭の状況により大きく異なることから、

市から基準を示すことができません。
・維持管理の方法や費用を含めて複数の指定工事店に見積
りを依頼し、比較されることをおすすめしています。

１２

②-３ 排水設備工事の費用について

本管との距離や浄化槽の位置
などを考慮し、業者が現地を
確認して、設計等を行います。



①申請者（依頼者）は「指定工事店」に見積りおよび工事契約を申し込みます

↓

～以降の書類の作成や提出は、指定工事店がお手伝いします～

②工事の確認申請書を作成し、申請者（依頼者）の署名後に市に提出します。

↓

③市が申請書をもとに施工方法等の審査後に工事を許可します。

↓
１３

後述の「資金の融資あっせん」を利用される場合は
契約時までに指定工事店にその旨をお伝えください。

②-４ 排水設備工事の手続きについて



↓

④「指定工事店」が工事に着手します。

↓

⑤工事終了後５日以内に「指定工事店」が工事完了届を市に提出します。

↓

⑥申請者（依頼者）は下水道使用開始届を市にご提出ください。

↓

⑦市が完了検査を行い、検査済証を交付します。

１４

・既設の汲み取り便槽または浄化槽は、槽の清掃・消毒後に撤去が必要になります。
・工事に必要な日数は一般の住宅の場合１～２週間程度となり、そのうちトイレが
使用できないのは、３日程度です。
（指定工事店が準備した仮設トイレ等を利用していただく場合があります。）

②-５ 排水設備工事の手続きについて



・下水管の本管工事が完了し、市から

「公共下水道供用開始のお知らせ」が送付されます。

↓

・お知らせが届いた年度の末日（３月末）から起算して、

下記の期間内での公共下水道への接続をお願いしています。

汲み取り便所 → ３年以内

浄 化 槽 → １年以内※
※廃止日から３０日以内に浄化槽使用廃止届の提出が必要です

１５

②-６ 排水設備工事の時期について



③融資あっせん制度

１６

③融資あっせん制度



・汲み取り便所や浄化槽から公共下水道への接続工事をされる場
合において、改造費用を一時的に負担することが困難な場合

↓

・市からの融資あっせんにより、取扱金融機関で当制度による低
金利の融資が受けられ分割返済が可能となります。

→お客様が金融機関と契約・返済

・完済後に、当制度における借り入れでご負担された利子相当額
を市からお客様へ利子補給（補助）します。

１７

③-１ 融資あっせん制度の概要



■対象

イ）既設便所（汲み取りまたは浄化槽）を公共下水道に接続させるため

に改造するもの

ロ）処理区域告示※後３年以内に改造工事の検査までが完了するもの
※市から「公共下水道供用開始のお知らせ」が届いた年度の末日（３月末）

ハ）法人や住宅以外の建物および新築住宅は対象外

■融資あっせん額

大便器１箇所まで →８０万円以内

大便器２箇所以上 →９０万円以内

アパートの場合 →３００万円以内 １８

③-２ 融資あっせん制度の主な条件



融資の保証：次のどちらかを選択してください。

･確実な連帯保証人１名による保証

･取扱金融機関指定の保証機関による保証 (保証料は個人負担となります)

要 件：市税・下水道事業受益者負担金および下水道使用料の滞納がないこと

利 率：告示による（利率は適宜変更されるのでご利用の際にご確認ください）

償 還 期 限：６０か月以内

償 還 方 法：融資を受けた月の翌月から元金均等月賦償還

利 子 補 給：融資金完済後に利子相当額を補給（完済後１年以内の申請に限ります）

取扱金融機関：・山口銀行・萩山口信用金庫・西京銀行・山口県農業協同組合

・西中国信用金庫で山口市内の本支店に限ります。

お 申 込 み：工事の契約までに指定工事店へお伝えください。

（排水設備工事の確認申請と同時に申請が必要です） １９

③-3 融資あっせん制度のその他条件等



④下水道使用料

２０

④下水道使用料



現在の
使用状況は？

水道水と井戸水の両方を使用し下水道に接続される場合は、
どちらか水量が多い方で認定となります。

水道水のみを
使用している

井戸水のみを
使用している

水道水と井戸水の
両方を使用している

水道の使用水量＝下水の使用水量として算定。
水道料金・下水道使用料を併せて２か月に一度請求させていただきます。

使用人数によって、使用水量を認定させていただきます。
下水使用開始届の「井戸水のみ」を選択され、
「使用人数」を記入し、提出してください。

※井戸水が散水栓のみや外流しの受け枠を外し井戸水が地下に浸透するような形であれば、

水道使用量による使用料となります。実際の使用料算定は個別の使用状況により違いが

ありますので、料金センターに問い合わせてください。調査したうえで認定をいたします。

２１

④-１ 下水道使用水量の決め方



２２

④-２ 下水道使用水量の考え方

井戸水のみ 井戸水使用水量



・早見表の金額
は下水道使用料
のみです。

・事業所や水
道・井戸併用、
既設の建物以外
の場合について
は個別にお問い
合わせください。

例：35㎥の場合
の下水道使用料

２３

④-３ 下水道使用料の単価表・早見表



⑤受益者負担金

２４

⑤受益者負担金制度



下水道の整備によって、その地域の環境が改善され、利便性・快
適性が向上します。

↓

その結果、下水道を整備する限られた地域の人だけが特別の利益
を受けることとなり、下水道を整備できずに利益を受けられない
地域の人との間に不公平が生じます。

↓

この不公平を是正し、利益を受ける「受益者」に建設費の一部
を負担していただく制度です。

２５

⑤-１ 受益者負担金制度の趣旨



・負担金を収めていただく方＝「受益者」

→基本的には土地の所有者となります。

（土地所有者、家屋所有者、住居者が異なる場合は、当事者間の

協議の上、後述する「受益者申告書」にて申告してください）

・負担金の額は

→「所有されている土地の面積（㎡）※×３６０円」です。

※猶予、減免事由に該当する土地は除く

⇒負担金が賦課されるのは土地に対して１回限りです。
２６

⑤-２ 受益者負担金制度の概要



・「所有されている土地の面積（㎡）×３６０円」を

３年間（１年４期）＝計１２回
に分割した金額の納付書を送付します。

・金融機関の窓口での納付書または口座振替での納付をお願いします。

（納期限：６月３０日、９月３０日、１２月２５日、３月３１日）

※納期限が休日・祝日の場合は翌営業日となります。

納付場所は６月に送付する納付書に記載しております。

ゆうちょ銀行、コンビニエンスストアでの納付はできません。

２７

⑤-３ 受益者負担金の納付



・納期限前に数期分をまとめて前納する場合は「前納報償金」を差し引いて納付することができます。

※前納報償金の交付率は前納期数により最大１２％交付されます。

【参考例】４２０㎡の土地所有者が第１期の納期（６月３０日）までに負担金の全額を納付した場合

①負担金総額

3 6 0 円 × 4 2 0 ㎡ ＝151,200円（100円未満切捨て）

②１期分の納付額

1 5 1 , 2 0 0円÷1 2期＝12,600円（10円未満切捨て）

③前納報償金額

1 2 , 6 0 0 円× 1 1 期＝138,600円（100円未満切捨て）

1 3 8 , 6 0 0円×1 2％＝16,630円（10円未満切捨て）

④納付金額

151,200円－16,630円＝134,570円

２８

⑤-４ 受益者負担金の前納報償金

6

7

8



・次のような場合には、負担金の徴収を猶予することができます。

→上記の徴収猶予基準に該当しない場合、駐車場や太陽光発電用
地等に対しても負担金の徴収が発生します。

２９

⑤-５ 受益者負担金の徴収猶予

徴収猶予基準 猶予期間 要件

田や畑、山林、原野など
他の用途に変わ

るまでの期間

※登記地目ではなく、現況で判断します。

※宅地の一部の家庭菜園は対象となりません。

係争地
受益者が決定す

るまでの期間
訴状の写し

受益者の財産が震災、風水害、火災

その他の災害を受けた場合

盗難に遭った場合

受益者、同居の親族が病気・事故等

により長期療養を必要とする場合
２年以内 医師の診断書

２年以内 罹災・盗難証明書



・次のような場合には、負担金を減免することができます。

●私道または水路敷で、公共性があると認められる土地

※自宅のみの進入路は減免の対象とはなりません。

●自治会等が所有し、集会所等に利用している土地

●消防団が所有または使用する消防用備品等の格納用に利用している土地

など

• ３月上旬に山口市上下水道局から申告書類を送付する際に、市で調査し
た猶予・減免に該当する土地については徴収猶予・減免申請書を同封し
ます。

３０

⑤-６ 受益者負担金の減免



３月上旬

市から「受益者申告書」および「徴収猶予・減免申請書※」を送付

※市で調査した猶予・減免に該当する土地がある場合のみ

→対象地の確認および住所・氏名などを記入し、３月３１日までに返送をお願いします。

→徴収猶予・減免の申請書が同封されていない場合であっても、徴収猶予または減免に該当
すると思われる土地がありましたら受益者申請書にその旨を記載してください。

↓

５月上旬

市から「受益者負担金決定通知書」を送付し負担金額をお知らせします。

→申告書提出時から変更等がありましたらご連絡をお願いします。

↓

６月上旬

市から納入通知書を送付します。各納期限までに納付をお願いします。

→一括納付を選択されない場合は、翌年の６月に翌年度分の納入通知書（１年４期分）を送付します。

３１

⑤-７ 受益者負担金の納付までの流れ



３２

説明会後の手続き等の流れ
■説明会後の手続き等の流れ

令和６年２月 令和６年３月

①本管工事

取付管・公共ます

　　本管工事の施工業者決定 供用開始のお知らせ 　　下水道に接続

→

説明会

　令和６年４月以降～

→→

→ →

３月上旬

受益者申告書の提出

市が送付する受益者

申告書に記入・返送

をお願いします。

３月３１日〆切

５月上旬

負担金額の決定

市が送付する決

定通知書の内容

を確認してくだ

さい。

６月上旬　納付の開始

受益者負担金納入通知書（納付書）

を送付します。

「一括納付」または「４回×３年＝

計１２回」の納付をお願いします。

④下水道使用料

下水道

使用料の

お支払いを

お願いしま

す。

→

市の職員の訪問・回覧等の後に「取

付管・公共ますの設置位置申請書」

の作成→立会いをお願いします。
※指定工事店に取付管位置について事前に

ご相談いただくと、その後の手続きがス

ムーズになります。

⑤受益者負担金

②排水設備工事

「指定工事店」へ排水設

備工事の申込→立会い→

工事代金のお支払いをお

願いします。

※本管工事の

開始・終了時

期は状況によ

り前後します。

③融資あっせんの申込

（希望される方のみ）



■山口市上下水道局 〒７５３－００４３ 山口市宮島町７番１号

■南部上下水道事務所 〒７５４－８５１１ 山口市小郡下郷６０９番地

３３

お問い合わせ先

お問い合わせ内容 地域 担当 電話番号

083-933-6694

083-933-6695

江崎、深溝、佐山 南部上下水道事務所 083-973-2349

大内 業務課水洗化担当 083-933-6671

江崎、深溝、佐山 南部上下水道事務所 083-973-2349

③融資あっせん制度 業務課水洗化担当 083-933-6691

083-933-6664

083-933-6665

上下水道料金センター

小郡出張所

⑤受益者負担金 下水道整備課下水道管理室 083-933-6692

①本管工事
大内 下水道整備課工務担当

②排水設備工事

083-973-6332

④下水道使用料

大内 上下水道料金センター

江崎、深溝、佐山


